
印刷して学生
みなさんで

お読みください！

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。
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立命館生協

未来地図作成会
取り組み概要

日時：3/10(木)、24(木)、30(水)、4/3(日)
場所：zoom
参加者数や組合員の反応：
合計247人の新入生が参加。
内、アンケートが134件集まった。

POINT.1

これから始まる大学生活の中で、どのように学んでいくかをイメー
ジする、未来地図作成会が開催されていました。この企画の初めには
先輩学生が座談会形式で自分の体験を語っていました。
その座談会には、各キャンパスから１人ずつ学生委員の先輩が登壇

していました。逆留学の経験や学生委員会の経験など、その人それぞ
れの話を聞くことができる場となっていました。多くの先輩の経験か
らこれからの大学生活を想像できるようになっていました。

先輩の経験を基にこれからをイメージ

POINT.2

座談会の後には、多様な先輩の経験から自分自身の大学生活を考え
る時間が設けられていました。先輩学生を含むグループに分かれ、新
入生同士が交流しながら、どのような大学生活を送りたいかを可視化
していました。
新入生が入学前から大学生活の目標を立て、同じ目標を持つ仲間の

存在を感じながら行動を起こすきっかけとなるような時間でした。大
学生協が未来の組合員のなりたい姿を把握することができています。

なりたい姿を考えてみる

背景や概要：コロナ禍の影響もあり、新
入生が大学に関する情報を十分に得られ
ていない現状がある。入学後の大学生活
に目標を見出し、同じように取り組む仲
間を見つける目的で開催された。

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 大前 真悠 ] 

Omae.Mayu@univ.coop

POINT.3

最後には分科会が設定されており、留学、資格、教職のパートが用
意されていました。この時期に知っておきたい学びに関する話を選択
して聞けるようになっていました。
分科会内では、実際に経験された先輩が動画やライブ形式で出演し

ていました。その実体験を踏まえつつ、大学生協で利用できるサービ
スを新入生に伝えていました。新学期に新入生１人１人に合った学び
事業の提案ができています。

必要な学び事業の提案を
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